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Nobuo，Inai一

　The　writer　reported　previOusly（Vo1．1

No．2）on　the喜eology　of　Nahary　Coalfield．－

He　writes　h“re　a　supplementary　explana－

tion，　having　obtaine（1　such　ne伽er　d且ta　as

analytical　table　of　the　coaIs　an（i　the　fossiIs

which　are　found　there．

高知県安芸郡安芸町附近のいわゆる奈半利炭田につい

ては，先に本所月報1巻2号にその概要を掲載したが，

その後分析結果等新しい資料が整つたので，ここに追加

し報告する。

地質図・地質柱朕図等は先の報告を参照されたい。

　　　　4，要　・約
調査地内の來炭層は高知県安芸郡安芸町の西方穴内地

区，南東奈半利および登地区に分れて分布し，奈半利お

よび穴内炭鉱は主要稼行炭鉱ゼある。本暦はいわゆる唐

1罪

1 2

浜暦として知られている鮮新統の地暦ゼあり，『下部より

上部へ頁岩・砂岩・礫岩と岩相が変化する傾向があつて，

炭暦はその最下位の頁岩質の部分に，貝化石はその上位

爾砂岩の部分に多く含まれる。

唐浜層は著しく摺曲した中生層上に不整合関係を塚つ

て堆積し，來炭部は．穴水・奈半利・登の三地域に分布

している、o　’
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地質調査所月報（第2巻第9号）

ふように不規則な堆穫の原因は，・中生層上に堆積した

唐浜暦が，その後現在見られる段丘礫層の堆積する以前．

に，部分的に剥制ざれたためであるo

炭質は木質亜炭と炭質亜炭であつて，炭自体の中，木

質は約3分の1程度を占めている。

炭量は理論炭量108，000tぞある。　一

炭柱図第1図参照。

　　　　2．化　　石
唐浜暦中部の砂岩中に含まれている化石は，第2表の

如くて∫あるo

’
第 2表唐浜厨産化石表．（大山按官鑑定）

　　　　　GASTROPODA
　1，　Po’1勉o召s（0！ossα％如κ）プθ魏ノα窺‘5　（DUNKER）

　侶・　Cツ翅αむπ卿？sp・

　3．710朋α0勉擁耀（LINNE’）

　4．　Nαsso巧銘s（Z召％κ♂s）6α6」α∫鋸s（A。ADAMS）一

　5．ノVαssαプ勉s（Zθ編s）oαθ観％s4P伽魏θ細s

　　　　　　　　　　　　MAKIYAMA
　6．雁・プ吻sπssp，
’　7．　　S’汐ho匁α’プα　sダ短o為麗4％α　NoMURA

　8．3ψ加欄伽sp．
、9．一10，肋6〃’αsp．

n』る卿cf・伽α紹（Y・K・YA｝【A）

12．Cαn62〃αプ毎ρプ’s1iα紹（YOKOYAMA）
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13．C伽6召17α万α（1〉σ■o郷）sp．

14．7協伊γ加’αs幼磁o！廊s（YOKOYAMA）

15．ル師o擢αsp．

1¢．B励卿灘’πh4朔（L・sc正亙KE）

　　　　　　　　　　　噛　　　　SCAPHOPODA
17，　Pθ撹α」勿卿（！勉麺1Js）”θ魏如班i　DUNK丘R　　』

　　　　　PELECYPODA
181翫6蜘紹（3伽〃α）g醐o短s（YOKOYAMA）

19．　14躍α（五〇πα）“漉搬グづoα彪（HINDS）”

20，　σ砂の，卿θプ2sグo伽π4α（DUNKER）var．

21．ノ肋α4’α勉s伽函蕗（YOKOYAMA）

22．酬θ館（P副n・姻8π）！・卿翻丁⑩AGA

23．　！1卿πssづoρθofθ％ρプ‘zεsゼ9κ4s（YlOKOYAMA）

24．γ吻プ如プ4招ρ伽吻（YOKOYA孟A）

25，10σn擁s’召〃μsθ耀卿召グo漉s（NoMURA）

26．

27．

・28，

29，

30．

31，
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、枷」伽／灘！御（R肥VE）

Poρ海‘z　cf，sohκ8〃才伽α（DUNKER）

αθ耀厩α剛hθ16叛MABILLE

／110麟S（肋JsO60ア伽！α）！OS伽α（YOKOYAMA）

7フ2プαo毎ツo為oツα卿磁OYAMA，MS．

　　COELENTERATA
F1αbθ〃％卿sp．

　　3．分析結果
調査地内産　亜炭の分析は第3表の如くゼある。

　　　　　　地質調査所分析試験課
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　　揮発分固定炭素
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